
南阿蘇村立久木野中学校

7.12 熊本広域⼤⽔害



校訓 「進取・⾃主・忍耐」
「ふるさとに誇りを持ち、地域に感謝する⽣徒」
「命を⼤切にし、豊かで強い⼼を持った健康的な⽣徒」
「⾃ら学ぶ意欲を持ち、表現⼒豊かな⽣徒」

防災教育のねらい
ア ⾃然災害等の理解

災害に対しての的確な思考・判断に基づく意思決定
イ 危険予測、安全確保⾏動
ウ 地域社会への貢献

「学校防災のための参考資料『⽣きる⼒』を育む防災教育の展開」より

【平成２４年９月実施 事前アンケート】



安全教育や安全管理において、⽣徒に地
域の実態を理解させ、起こりうる⾃然災
害について理論的、体験的な学習を⾏う
ことにより、⽣徒⼀⼈⼀⼈が⾝近に起こ
る⾃然災害に対して課題を⾒い出し、⽣
涯を通じて主体的に考え、安全に⾏動す
る⼒を⾝につけることができるであろう。

・学校独⾃の視点での授業計画と実践
・⾃主防災訓練の実際
・⾃治体の防災担当部局との連携体制の

構築
・総合的な学習の時間での取組
・短学活での取組



安全教育 安全管理

基盤

本校教育目標

地域・関係機関
との連携

判断力を身につけ
るための学習活動

プラン名

防災スキル

地域の実態把握

災害のメカニズム

安全点検

施設・設備理解

関係諸機関との連携

基礎・基本の徹底言語活動の充実

自主

防災

訓練

共助

公助自助

学力

「自らの命を守り抜く」防災教育

テーマ「夢と自信をはぐくむ学校づくり」
キーワード「拓く」

ふるさとに誇りを持ち、心身ともにたくましく、
未来を拓く生きる力を身につけた生徒の育成

南阿蘇村立久木野中学校

ア 知識、思考・判断 イ 危険予測・行動 ウ 社会への貢献

３学年の目標
自分の生命を守るとともに、地
域の一員として果たす役割を理
解する。

３学年の目標
率先した避難誘導を心がけ、
周りの人たちとともに安全な
避難行動ができる。

３学年の目標
地域の人々との絆を大切にし、
豊かな人間関係を築きながら防
災を含めた地域活動に積極的
に参加する。

２学年の目標
地域の災害特性について知り、
先人の災害への備えと思いにつ
いて調べ、防災に取り組もうと
する。

２学年の目標
学校や地域の災害特性を踏
まえた危険予測をし、安全な
避難行動ができる。

２学年の目標
地域とのつながりの中で、家庭
の中で自分の役割を理解し、責
任をもって果たそうとする。

１学年の目標
自然災害発生のメカニズムにつ
いて知り、災害への備えについ
て考え、防災意識を高める。

１学年の目標
災害情報を的確に捉え、安全
な避難行動ができる。

１学年の目標
家庭や学校での人間関係を大
切にし、自分の果たす役割を考
える。

内 容
学習指導要領
各教科･領域

安全に関する学校の現状等
○外輪山の内側に位置し、学校付近は土砂災害警戒地域となって

いる。
○北には中岳火口があり、地震と連動して噴火の可能性もある。
○北側校区の境には白川が流れており、大水害のときには氾濫が

あった。

防災教育を中心とした学校安全計画

防災教育で身につけさせたい力
○ 地域の特性を理解し、自然災害等の知識を習得するとともに、

自然の恩恵についての理解も深め、自然と共生する力
○ 自分の状況を踏まえて、とるべき行動を的確に判断する力
○ 社会の一員として、共助の精神を持ち、自ら進んで貢献でき

る力

学校の防災教育目標
自らの生命を守り、先を見通した判断・行動ができる生徒の育成

年

間

指

導

計

画

指導案

指導案

指導案

内 容
学習指導要領
各教科･領域

内 容
学習指導要領
各教科･領域

○「生きる力」をはぐくむ学校の安全学校で
の安全教育から

○「東日本大震災を受けた防災教育・防災
管理等に関する有識者会議」最終報告から

○「生きる力」を育む防災教育の展開から

１年テーマ「自分を守る」

２年テーマ「家族を守る」

３年テーマ「地域を守る」



◎１単位時間の指導

安全な登下校をしよう 小中合同運動会を安全

に成功させよう

梅雨の時期を安全に過

ごそう

運動時のけがや熱中

を防止しよう

4.10

交通事故ゼロを目指す

日

5.8　世界赤十字デー 6.1 防災用品点検の日

6.3雲仙普賢岳祈りの

日

6.5　環境の日

7.1  国民安全の日

  全国安全週間(～7

日)

7.11 熊本広域大水害

 交通安全
雷及び津波の

メカニズム
緊急地震速報 風水害

１年

花に寄せて

（明日をひらく）

【 生 命 尊 重 】

火の島(明日をひらく)

【 自 然 愛 、 畏 敬 の 念 】

２年

書かれなかった遺書

（明日をひらく）

【 生 命 尊 重 】

３年

くちびるに歌をもて

（明日をひらく）

【 生 命 尊 重 】

森からの伝言

（明日をひらく）

【 自 然 愛 ・ 畏 敬 の 念 】

理科室の使い方

理科備品の安全な使い方

薬品やガラス器具の使い方

加熱器具の使い方

酸・アルカリの安全な使用 理科室の点検

加熱器具の点検

自由研究

美術備品の安全な利用 備品の点検整備 カッターなどの安全な使い方 絵の具・用具の保管、管理

集団行動様式の徹底

用具の使い方

陸上競技の適切な場所の使い

方と測定の仕方

備品の点検整備

水泳の事故防止 水泳の事故防止

備品検査

安全に関する月の重点

安全に関する記念日

理　　 　科

月の重点目標

美　　 　術

体 育 分 野

道徳

安

７・８

学校安全年間計画　　　　　　　　　　※学級活動の欄

　　　　　　　　　　　　　　　月

項目
４ ５ ６

久⽊野中学校学校安全年間計画

①全校学活での取組

自然災害を重視した防災、減災教育

か（悲しい）、き（厳しい）、く（苦しい）
け（険しい）、こ（怖い）

自然の二面性を重視した防災、減災教育

た（たくましく）、ち（地域に根ざして）、つ（積み重ねて）
て（テーマを持って）、と（ともに取り組む）



②地震から⾝を守る取組

③⾃主防災訓練を振り返る取組



④⾃然への畏敬・先⼈に学ぶ取組
「碑に込められた願い」（熊本の⼼）

①地震を想定した⾃主防災訓練



緊急地震速報

一旦
着席

火災による煙が発生中 避難
開始

同じ場所に戻って
避難完了

なぜいったん教室に戻ったのか？

→緊急地震速報が鳴り、訓練が始まった。
訓練は教室から始まるものだから。



対策本部
避難経路確認の指示

避難経路確認
担当経路及び状況の報告

避難経路確認の指示

対策本部

全体指揮・避難放送
関係機関へ通報

避難経路確認
担当

火災を発見し
初期消火

経路及び状況の報告

となるはずが、実際には、

②⽕災を想定した防災訓練

火災発生

通行不能
↓

生徒自ら
経路変更

昇降口



③様々な要素を取り⼊れた⾃主防災訓練

負傷者救助 救護所開設

救出困難者の消防
隊への救出要請



消防隊による消⽕活動 救急隊と⼥性分団

消防隊による救助 消防団による放⽔

1年 ５人 ５人 ６人 ５人

2年 ５人 ６人 ４人 ５人

3年 ５人 ４人 ５人 ４人

ASK活動
All Study of Kugino



① ⽴野被災地⾒学

② 砂防堰堤（えんてい）⾒学



③ ＡＳＫ班活動
⼤テーマ
「私たちの誇りであるふるさとを⾒つめなおす。」

〜久⽊野のくらしと安全について〜

④ 阿蘇⽕⼭博物館⾒学



班別テーマ

１班
「いろいろな地域の防災について調べ、

私たちの⽣活に⽣かそう」

東⽇本⼤震災と熊本広域⼤⽔害の共通点、
相違点から今後どのような防災対策をと
ればよいのか分析する。

班別テーマ

２班
「阿蘇⽕⼭と私たちの⽣活」
〜雄⼤な⾃然による恵みと災害〜

・阿蘇⽕⼭博物館 館⻑、学術顧問と連
携した⽕⼭災害への備え
・⽕⼭の恵みと災害、両⽅からの視点で
阿蘇⽕⼭について考える。



班別テーマ

３班
「私たちから発信する災害への備え」
〜未来と地域を守るヒーローになろう〜

東⽇本⼤震災と熊本広域⼤⽔害の共通点、
相違点から今後どのような防災対策をと
ればよいのか分析する。

班別テーマ

４班
「災害と地形・地質を解明し、

私たちの⽣活を守る知恵にしよう」

熊本広域⼤⽔害被災地域の地質の調査
（阿蘇⽕⼭博物館学術顧問と連携）
被災地の地名の由来、⽯碑に込められた
願いから、地域の防災について考える。



⑤ 班別探究活動

ＡＳＫ発表会



短学活等での取組

①学校防災施設・設備理解の取組

防⽕扉体験



短学活等での取組

② 消⽕器発⾒ウォークラリー

短学活等での取組

③ ミニ⾃主防災訓練



④ 防災マップ作成

「学校安全委員会」の設置と実施



0% 50% 100%

H25-
６月

H24-
１１

月

H24-
６月

生徒の割合

緊急放送をどのように聞きましたか？

静かに聞いた

話しながら聞いた

なんとなく聞いた

聞いていない

以前と比較して



以前と比較して

防災教育の実践・・・家庭への啓発

家庭

学校関係機関

地域全体へ
の広がり



・⽇々変わる正確で新しい情報提供
・⽕⼭災害、⾵⽔害を想定した訓練
・想定外の場⾯設定の⼯夫

ご清聴ありがとうございました


